
 

 

 

 

大凧会館ＨＰ https://higashiomi-j.com/oodakokaikan/ 

ブログ発信中 https://gj-gj.com/users/oodako_museum 

編集・発行 世界凧博物館東近江大凧会館 令和８年 10月 26日発行 

 〒527-0025 滋賀県東近江市八日市東本町 3番５号 

TEL：0748-23-0081 FAX：0748-23-1860 

ＩＰ：050-8034-1140 

開館時間：９時～１７時 休館日：水曜日、第４火曜日、祝日の翌日 

平成１８年度から指定管理者制度により（公財）東近江市地域振興事業団が管理しています。 

毎月第３日曜日は「家族ふれあいサンデー」 東近江市民の方は、「ふれあいカード」をお持ちの上、家族でお越し下さい 

＝「いい福展」開催中です！＝ 
11月 29日（日）まで 

 寒すぎることもなく

布団をかぶって寝るの

がちょうど気持ち良い季節です

ね。日の出も遅くなってきたせい

で最近は起きるのが億劫な臼田で

す。ちなみに布団は頭までかぶり

たい派です。 

 さて、東近江大凧会館では、令

和８年 10月 24日（土）から 11

月 29日（日）まで、「いい福展」を開催いたします。 

東近江大凧は鯉のぼりなどと同じく男児出生祝いや、国の慶祝行事

の際にめでたいものとして揚げられてきた歴史があります。また、東

近江大凧だけでなく凧そのものも縁起物としての側面があり、絵柄に

「七福神」や「鶴亀」などが描かれることも珍しくありません。本展

示では、それらのめでたい絵柄の凧 40点に加え、信楽焼や招き猫、

福助人形などの縁起物も展示します。凧が空にむかってグングンと揚

がっていくように、いい福展を通して皆様の運気がグングンと上がる

ことを願っています。 

●大凧会館に「ふくもの」たちがやってきた！ 

信楽焼タヌキやびんてまりなどは滋賀県にまつわる縁起物として有

名ですが、実は招き猫や福助人形にも滋賀県にまつわる歴史があると

言われているのはご存知でしょうか？招き猫は「ひこにゃん」にもか

かわる話なので知っている方も多いかもしれませんが、招き猫発祥の

地（諸説あり）で有名な豪徳寺（東京都世田谷区）に伝わるお話では

彦根藩主であった井伊直弼が登場します！井伊直弼が鷹狩の帰り道で

豪徳寺を通りかかった際、猫に手招きされたため立ち寄ることにしま

した。そして豪徳寺に招き入れられるやいなや、突然の雷雨となりま

した。こうして猫によって助けられた井伊直弼は、以降豪徳寺を菩提

寺としたそうです。豆知識ですが、豪徳寺の招き猫は小判を持ってい

ません。東京に行かれた方はチェックしに立ち寄ってみてはいかがで

しょうか？さて、次に福助と滋賀のかかわりは…といきたいところで

すがすみません！記事スペースの都合上今回は割愛します（涙）。福助

の物語が気になる方はぜひ大凧会館の展示をみに来てください！ 

展示では紹介したこれらに加え、布引焼の「福(ふく)籠(ろう)」、近江

だるま、シーサーが一堂に会します。間近で縁起物のもつ縁起パワー

を感じ取ってみてくださいね。 

●運気を試す！？一風変わったコマも登場 

コマが倒れた方向で運勢を占うことができる「占いコマ」などで遊

んでいただく事が出来ます。「金」の文字が書かれたコマには「金の回

りがよくなる」という意味が込められています。なにかとお金が大変

なご時勢ですので、好きなだけコマをまわしに来てくださいね。 

●招き猫の絵付け体験教室 

いい福展の開催に合わせ、最終日となる 11月 29日（日）には張

り子の猫（高さ約 13cm）に色を塗る「招き猫の絵付け体験教室」を

行います。好きな色や模様のオリジナル招き猫を飾り、家に福を呼び

込んでみませんか？「右手あげ（金運）」「左手上げ（良縁）」がありま

すので、申込時にどちらかをお選び下さい。（各回 右手 6名、左手 6

名の教室になります。） 

「招き猫の絵付け体験教室」 
開催日時：令和 8年 11月 29日（日） 

 【1回目】 10：00～11：30  

【2回目】 13：30～15：00 

開催場所：世界凧博物館東近江大凧会館 本館 

定員：各回 12名（応募者多数の場合抽選） 

対象：小学生以上（保護者同伴） 

申込期間：10/29（木）10:00～11/5（木）16:00 

申込方法：体験教室ｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑまたは 

電話 0748-23-0081） 

（https://p-gakushu.jp/oodakokaikan/） 

料金：2,700円（1体制作につき） 

※本館内で制作のため、別途同伴者含め入館料が必要です。 
 

＝ちいさなたびいち 2026「赤べこ絵付け教室」＝ 
 毎年ご好評をいただいている「赤べ

この絵付け教室」を、ちいさなたびい

ち 2026 のプログラムとして 10 月

25日（日）に開催いたしました。 

「赤べこ」は福島県会津地方の伝統

的な張り子玩具で「べこ」とは牛のこ

とになります。赤い体と黒い模様には

魔除けや病気平癒の願いが込められ

ており、古くから無病息災のお守りと

して愛されてきました。 

教室の当日は、赤べこの由来説明や

絵付けの仕方などを説明。いよいよ絵

付けが始まります。参加された皆さん

は、思い思いに筆を走らせ、美しい花

柄なども取り入れた作品など、今年も

約 25個の赤べこが完成しました。 

ご参加くださった皆様、素敵な作品と時間をありがとうございまし

た！ 

＝第 18回チャレンジ“大凧”＝ 

「熊本の復旧を願う」の大凧制作進む 
 「チャレンジ“大凧”」が今年で第 18回を迎え、今年度は

東近江市内の小学生 10名が参加のもと、9月 12日（土）

から制作がスタートしました。大凧の絵柄は、令和 8年熊

本震災からの 1日も早い復興を

祈り、二羽の鳩（複数＝ふく、鳩

＝きゅう）で「復旧」、中央に熊

本県 PRキャラクターの「くまモ

ン」、下部に「願」の文字を描く

ことで『熊本の復旧を願う』とい

うメッセージが込められた 8畳

敷サイズの大凧です。制作は、初

日の「のりつけ式」から、「紙継

ぎ」、竹骨に紙テープを巻く「紙

巻き」、「下絵」、「墨入れ」、「色付

け」と進み、絵柄が完成しました。

その後、綿糸で竹骨を括り付ける

「骨組み作業」といった一つひと

つの工程に力を合わせて懸命に

取り組み、現在は骨組みと出来上

がった絵柄の合体まで無事に完

了して、いよいよ間もなく完成を迎える段階へと至っております。 

予定では、11月 7日（土）に完成となり、11月 14日（土）午前

中に東近江市総合運動公園多目的グラウンドで開催される「びわ湖東

近江バルーンフェスタ 2026」の会場にて、子どもたちの熊本への復

興の願いがつまった大凧を大空へと舞い揚げる予定となっています。 

＝第 50回二五八祭＝ 
 11月 3日（火・祝）、第 50回「二八五（にごはち）祭」が開催さ

れます。会場は市役所東庁舎駐車場や市役所前道路などで、午前 9時

から午後 3時まで賑やかに行われます。当日は「商の広場」「想いの広

場」「童の広場」と会場全体がテーマごとに分かれ、工夫あふれるエリ

アで一日中お楽しみいただけます。 

そして、「童（わらべ）の広場」では、迫力ある 20畳敷大凧の展示

のほか、大凧のデジタル体験、そして手軽に楽しめる「ウォーキング

カイト作り」を実施いたします。手作りの楽しさをぜひご体験くださ

い。なお、ウォーキングカイト作りは数に限りがございますので、ご

体験希望の方はお早めにお越しいただくことをおすすめいたします。 

皆様お誘いあわせのうえ、ぜひ会場へ足をお運びください。 

詳しくは、下記のサイトをご覧ください。 

https://h258.higashiomi-jc.or.jp/ 
 

 

https://h258.higashiomi-jc.or.jp/


＝体験教室参加者募集＝ 
 今年の年末年始は、親子で作品を作る特別な時間を過ごしませんか？ 

クリスマスの夢が広がる「サンタクロース凧」、来年の干支（羊）にち

なんだ「羊の凧作り」、そして温もりあふれる「春日部張り子の絵付け」

と、3つの体験教室をご用意いたしました。 

自分の手で色を塗り、形を仕上げた作品には、市販の玩具にはない特別

な愛着が湧くものです。手作りの凧を冬空高く揚げる爽快感や、完成した

張り子をお家に飾って新年を迎える喜びを、ぜひご家族みんなで体験して

みてください。 

定員に限りがございますので、ぜひお早めにお申し込みください！ 

【親子凧作り教室～空飛ぶｻﾝﾀｸﾛｰｽの凧を作ろう～】 
大きさが約 90センチあるサンタクロースの形をした

凧を作る教室です。サンタクロースの形をした和紙に、

絵具を使って好きな色を塗り、親子で協力しながら骨組

みと糸くくりをします。揚げ糸としっぽをつけたら完成

です。 

・開催日時 令和８年 12月１２日（土）  

9:30～12:00  

・定員 15人 参加費：1,000円 

・対象 ５歳から小学生まで ※保護者同伴 

【親子凧作り教室～羊の絵をかいて大空に揚げよう～】 
令和９年の干支である「羊（ひつじ）」が描かれた凧

を親子で作ります。完成した凧で１月 10日開催の「新

春凧揚げ大会」に参加しよう。 

・開催日 令和８年 12月 20日（日）  

９:30～12:00 

・定員 15人 ・参加費：800円 

・対象 ５歳から小学生まで ※保護者同伴 

【羊の張り子絵付け教室】 
郷土玩具である春日部張り子（埼玉県）の絵

付け教室です。令和９年の干支である羊（ひつ

じ）の張り子を作ります。毎年可愛い張り子が

沢山出来ています。 

・開催日時：令和９年 1月 11日（月・祝） 

  １回目 10:00～11:30   

２回目 13:30～15:00 

・定員 各回 15人 参加費：1,800円 

・対象 小学生から大人まで ※小学生は保護者同伴 

申込方法 
東近江大凧会館サイトのオンラインシステム申

込サイトもしくは電話から申込んでください。 

申込開始日は 11月 16日（月）午前１０時か

らです。 

先着順となります。  

https://p-gakushu.jp/oodakokaikan 

電話 ０748-23-0081 
 

＝２０２６年 11月の予定＝ 
「いい福展」11月 29日（日）まで 

 １日（日） 近江だるま絵付け教室 

 ３日（火） 二五八まつり 

 ５日（木） 三雲小学校１年生 見学と凧作り 

 ５日（木） 湖東第２小学校３年生・４年生 見学と凧作り 

 ６日（金） 立入が丘小学校１年生 見学と凧作り 

 ６日（金） 貴生川小学校２年生 見学 

 ６日（金） 彦根東中学校 見学 

７日（土） チャレンジ”大凧 ８畳敷大凧作り 

７日（土） 2027年祝新成人 20畳敷東近江大凧「のりつけ式」 

７日（土）から 12月５日（土）まで 

      2027年祝新成人 20畳敷東近江大凧制作期間 

１０日（火） 消防訓練 

１０日（火） 八日市南小学校６年生 2畳敷大凧作り 

１２日（木） 箕作小学校６年生 2畳敷大凧作り 

１２日（木） 東近江大凧会館運営委員会 

１４日（土） チャレンジ”大凧 ８畳敷大凧揚げ 

１９日（木） 箕作小学校６年生大凧揚げ 

２２日（日） 家族ふれあいサンデー 

２６日（木） 八日市南小学校６年生 ２畳敷大凧作り 

２９日（日） 招き猫絵付け教室 

11月休館日：11/４・11/11・11/18・11/24・11/25 

＝キッズトライアル in 東近江開催＝ 
 １０月１１日（日）

は“ガチャフェス２０

２６”が快晴の天気の

中盛大に行われ近江鉄道沿線で

は、数多くの催しが行われまし

た。大凧会館では「駅長がちゃこ

ん」の凧作り挑戦を行いたくさん

のお子様に楽しんでいただきま

した。。 

また、「キッズトライアル in東近江」として、近江鉄道（大学前）

のびわこ学院大学にて「凧作り、凧揚げ体験」を開催したところ、三

日月滋賀県知事をはじめ１４４人の方に参加をいただき、オリジナル

の凧作り、そして横のグランドでの凧揚げを満喫いただきました。 

今回の開催に当たっては大凧会館スタッフとびわこ学院大学の学生

とのコラボ開催で楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

＝まちなかで探そう！妖怪フォトラリー＝ 
10 月に入ってかなり過ごしや

すい日が続きました。文化の秋ス

ポーツの秋の到来です。皆さんいかがお過

ごしでしょうか？ 

さて 10月に入り、八日市駅前の商店街

や施設で妖怪やハロウインをテーマにし

たイベントの開催や飾り付けが行われて

います。【開催期間：10 月 8 日（木）～

10月 31日（土）】大凧会館では、「東海

道四谷怪談・生首添え」のオブジェと「ハ

ロウインバージョンの飛び出し坊や」のオ

ブジェを玄関に飾らせていただいており

ます。まちなかに隠れている妖怪オブジェの写真を 3か所撮って、八

日市限定の「ガオのお札」がゲットできますので、是非、大凧会館の

オブジェを撮影してはいかがでしょうか？！（妖怪フォトラリーお札

交換は SATSUKI-RO でできます。）楽しい一日を東近江の八日市地

区でお過ごしになってはいかがでしょうか。 

また 10月 11日（日）には「ガチャフェス」も開催されました。

大凧会館では「駅長がちゃこん」の凧作り体験を行い、早い親子連れ

の方は、朝の 9時丁度に入館され、『「駅長がちゃこん」の凧作り体験

しに来ました』とおっしゃられ、凧作りを体験して帰られました。凧

は、いろんな色を塗ったカラフルな

ものが多く、形は同じでもオリジナ

リティー豊かな凧もありました。凧

の作成中、または完成後の写真を撮

らしてくださいとお願いすると、了

承していただきました。お子様の得

意げな笑顔がとっても印象的で、楽

しんでいただけたなと思いました。 

＝二十二世紀の睡眠法＝ 
 京都市立芸術大学ギャラリー

@KCUA で開催中の、工芸の手

法を通じて人々の営みや記憶に

光を当てる遠藤薫さんの展覧会

「二十二世紀の睡眠法」を鑑賞し

てきました。 

実は今回の展示物の中に、東近

江大凧の「100 畳敷大凧揚げ」

で実際に使用された【引綱】が使

われているんです！ 

石川県珠洲で集まった神社の梁

などでできた大きな船を包み込む

ように、そしてギャラリーの床一

面を広く蛇行しながら繋がってい

る太い綱が大凧揚げに使われた綱

です。100畳敷大凧を空へと揚げ

るための引綱が、アート作品とし

て展示空間に表れています。ぜひ、

現地で体感してみてください。 

会場 京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA 

会期 2026年 10月 1日（木）〜11月 8日（日） 

時間 10:00〜18:00（入場無料） 
 

 

 

https://p-gakushu.jp/oodakokaikan

